濁河温泉 市営露天風呂

濁河温泉市営露天風呂は御嶽山の麓にある素朴な庭園温泉です。浴槽の周囲には川辺の雰囲気を際立たせる岩があり、庭園には針葉樹、カエデ、ササなどが植えられていて周囲の植生に溶け込んでいます。

濁河温泉は19世紀後半に温泉地として開発されました。にごり（濁ったという意味）とは、温泉水に含まれる鉄、一硫酸カルシウム、ナトリウム、マグネシウムによる濁った見た目を示しています。ここで入浴すると乾燥肌や血行不良などのさまざまな身体疾患が緩和されると考えられています。
